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（（（（２２２２））））交通空白地解消交通空白地解消交通空白地解消交通空白地解消のためののためののためののための新新新新規開設路線規開設路線規開設路線規開設路線のののの事業評価事業評価事業評価事業評価についてについてについてについて 

 交通空白地域における新規路線が投入されている「形原地区地域バス」事業等については、

導入する地域意見の反映、事業開始後の利用促進策など、地域の主体的な事業参画が求められ

るため、「地域の事業推進体制（地区公共交通協議会）」の設置を基本原則とします。 

 地区公共交通協議会での協議を通して、事業構築・運行開始・モニタリングを行い、事業継

続の必要性、事業改善案などについて協議します。 

 毎年度末の交通会議において、地区公共交通協議会がその取組み結果を自ら報告し、交通会

議にて廃止・減便・路線再編などについて協議することとします。 

 

○○○○新新新新たなたなたなたな公共交通公共交通公共交通公共交通のののの導入導入導入導入におけるにおけるにおけるにおける運用運用運用運用ルールルールルールルール（（（（フローフローフローフロー））））イメージイメージイメージイメージ 

 

 

 次頁に「交通空白地における支線路線を維持・改善するための基準・ルール」を設定します。 

 

【評価項目】 

 将来にわたる事業の継続性を担保するため、「維持基準（収支率）」を設定します。 

 「維持基準（収支率）」の水準は、中部運輸局「地域公共交通実態調査」における「運賃の種

類毎の収支率」から、運賃が 101～200 円のケースでは収支率 10～20％の事例割合が最も多い

ことから、「２割」を目安に設定します。 

維持基準維持基準維持基準維持基準（（（（収支率収支率収支率収支率）＝）＝）＝）＝２２２２割割割割 

 維持基準の達成状況に応じて、事業継続・見直し・廃止等を判断します。 

 収入費目は、運賃だけを対象とせず、「広告収入」や「地元関係者からの協賛金収入」といっ

たその他収入も想定し、地域協力の枠組みを確保します。 

 

【評価項目】 

 利用時の実績値、地域住民の事業に対する満足度など、地域の努力、貢献度を勘案すること

を含めて検討します。 

 

【総合評価】 

 以上の評価項目から、地区公共交通協議会において、事業評価結果をもとに自己評価を行い、

事業改善の方向性について確認します。 

この自己評価結果を交通会議に報告することで、事業の維持・改善に取り組みます。 
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資料：浜松市「浜松市総合交通計画 2010-2030」における「市が維持している支線路線を維持・
改善するための基準・ルール」を参照し作成 

地域協議組織の立ち上げ

（例：形原地区公共交通協議会）

・住民ニーズの把握

・ルート案、輸送方法、運賃、事業費の検討
・利用促進活動の検討

・地元企業の協力、収支率の検討 など

新しい公共交通の運行計画（案）の作成

・交通事業者や関係者協議

・蒲郡市地域公共交通会議への上提

新しい公共交通の運行計画の承認

試行運行（２年間）

維持基準による評価・チェック

＜評価項目＞

○維持基準（収支率２割）

形原地区での取組実績から設定

○利用者数の実績

○地域意向の把握

上乗せ運行

（協力あり）
継続運行

継続運行

（協力あり）

縮小運行

（協力なし）

廃止・取り止め

（タクシー

チケット補助）
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○維持基準
・収支率２割以上の事業は維持
・基準は、形原地区の実績をもとに設定（持続可

能な交通を育てるために設定）

収支率＝（運賃収入+地域協力）

÷運行経費

≧２割以上

○上乗せ運行・地域協力
・地域の協力（運行経費の一部を住民・企業が負
担するなど）により、サービスレベルを維持、向

上することができる仕組み。
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地域（企業+市民等）の協力

利用者負担+公的支援

５割以上

５割まで

上
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せ

運

行

運賃の値上げ、負担金、企業

からの協賛など、地域協議組

織で設定

地域協力

公的支援

満たす 満たさない

蒲郡市地域公共交通会議で承認


